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図にした（図 2）。この研究により，関東地方

におけるスギの衰退度の面的な広がりが初めて

明らかになり，都心から郊外に行くにしたがっ

て衰退が弱まることが示された。この頃，都心

の衰退度は 5と高いが，都心から 40～ 60km

ではスギの木は健全であることが確認されてい

る。

2000 ～ 2002 年のスギ衰退の実態を，山家

（1978）の方法によって漆原ほか（2004）が

調査した。衰退度 1～ 5に加えて，さらに倒

木のおそれありとして切った樹木を衰退度 6 

とした（図 1）。この分布を図 3に示した。図

2と比較すると，調査範囲内では健全なスギは

ない。そして，大都市圏中心部からさいたま市

方面に衰退度 6（枯死または伐採）のスギが分

布している。東京とその周辺で，もはやひどい

スモッグに悩まされることがなくなった近年で

もなお，スギの衰退は進行し続け，広域に拡大

していた。

また，霞ヶ浦周辺には衰退度が 6の地域が

出現した。霞ヶ浦は，1972 ～ 74 年の分布図

では衰退度が1であった地域である。したがっ

て，その後急速に衰退が進行したことがわかる。

この原因を知るために 1997 年の，夏の毎時の

SO2 濃度の分布パターンを調べた。その結果，

図 4に見るように，夏季の 15 時～ 17 時に，

関東平野の千葉県北部，茨城県南部で夏季 SO2
濃度が高い大気が停滞するが，この地域は，ス

ギの衰退度の高い地域とほぼ一致している。こ

のように，今なおスギの衰退度を高める環境が

改善されていないことがわかった。

4　樹木の悲鳴に耳をかたむけよう関東平野においては，今日では富士山が

都心から望める日が多くなり，1960 ～ 1970

年代の濃いスモッグはもはや見られず，大気汚

染は過去の現象と考えられている。大気汚染も

酸性雨も最悪の状況から今は改善された。この

ように日本は，環境問題改善における先進国と

みなされている。しかし，都心からスギが消え，

衰退度が増している。都心のケヤキの木も衰退

していることが報告されており，どの樹木も悲

鳴をあげている。空気は澄んでいても SO2 が

高いという実態を，今後もっと改善していく必

要があり，より一層 SOx や NOx の濃度を低下

させる努力が必要である。

1　大気汚染と樹木の衰退大気汚染が著しくなったのは，18 世紀

半ば，イギリスの産業革命が本格的に化石燃料

を用いたころからであるとされている。19 世

紀中頃には，アルカリ性物質が環境を悪化させ

ていると考えられており，当時，アルカリ監視

官がおかれていた。しかし，カーテンの退色が

おこり，石壁の風化が進み，鉄の窓飾りが酸化

することから，酸性物質がこの現象を起こして

いるのではないかと考えられるようになった。

酸性物質への関心が高まり，1872 年に R. A. ス

ミスによって酸性雨という用語が初めて使われ

た（Möller, 1999）。特に北欧や北米では 1940

年代ごろから，植物学者や土壌学者たちが，酸

性雨が樹木や土壌に影響していることを報告し

はじめた。

これをきっかけに，1950 年代末には，国境

を越えた本格的な酸性雨の調査が国際協力のも

とにはじまった。とりわけ，1960 年代には旧

西ドイツのシュバルツヴァルトの針葉樹が著し

い衰退を示し，枯死している様子が世界の注目

を浴びた。しかし同じ頃，同様の樹木の衰退は

当時の西ドイツばかりでなく，北欧，東欧諸国

や，北米大陸でも発生しており，深刻な事態に

なっていた。

2　日本の樹木の衰退日本の大気汚染や酸性雨の調査は，ヨー

ロッパや北米より遅く，分析や調査が本格化す

るのは，1970 年代以降である。戦後の 1950

～ 1970 年代の高度経済成長期には，大気汚染

は経済成長の証という風潮もあった。しかし，

小林（1967）は大気汚染が都市の樹木に被害

を及ぼすことにふれ，山家（1978）は，1970

年代初めにはケヤキやスギやアカマツやシラカ

シも大気汚染によって衰退していると報告し

た。一方，樹木の衰退は都市化による地下水位

の低下が原因であるとの論文も出された（川名・

相場，1971）。

3　関東地方のスギの衰退山家（1978）は都市化に伴う環境悪化

の程度を表す指標としてスギを用いて，樹木の

外観から衰退の程度を 5 段階に区分した（図

1）。その区分にもとづき 1972 年から 1974 年

の関東地方において衰退度の調査をし ，分布

図 1　スギ衰退度のスケール

図 3　2000 年～ 2002 年のスギ衰退度の分布
漆原ほか（2004）による。

　図 4　1997 年 7月 22 日 17 時の SO2 濃度
漆原ほか（2004）による。

図 2　1972 年～ 74 年のスギ衰退度の分布
山家（1978）による。
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